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（仮称）加美町まちづくり基本条例（素案） 

 

目次 

 前文 

 第 1章 総則（第１条－第３条） 

 第２章 まちづくりの基本理念及び基本原則（第４条・第５条） 

 第３章 まちづくりの担い手 

  第１節 町民（第６条・第７条） 

  第２節 議会（第８条） 

  第３節 町（第９条－第１１条） 

 第４章 まちづくりの仕組み 

  第１節 情報の共有（第１２条－第１４条） 

  第２節 参画と協働（第１５条－第１７条） 

  第３節 コミュニティ活動（第１８条・第１９条） 

  第４節 住民投票（第２０条） 

 第５章 連携と交流（第２１条・第２２条） 

 第６章 条例の見直し（第２３条） 

 附則 

 

私たちの加美町は、秀峰薬莱を仰ぎ、鳴瀬の清流にはぐくまれた緑豊かなふるさとです。 

 私たちは、この美しい自然と先人が築いた歴史や伝統・文化を継承し、愛と活力に満ちた生きがい

のあるまちを創造していくことが大切です。 

夢 海をめざし 

愛 ふるさとに帰る 

鮎の凛烈 

川よ語れ 

 そのために、自治の最高規範として加美町まちづくり基本条例を定め、町民、議会及び町が対等の

パートナーとしてそれぞれの責任と役割を自覚し、町民主体のまちづくりを推進します。 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、加美町のまちづくりに関する基本的な事項を定め、町民の権利と責務、議会と

町の責務を明らかにし、参画と協働を推進することにより、町民が住みよく、安心して暮らせる持

続可能なまちを実現することを目的とします。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとおりとします。 

(1)  町民 町内に住所を有する者（以下「住民」といいます。）、町内に通勤又は通学する者、町

内で事業を営み、又は活動する法人その他の団体をいいます。 

 (2)  町 町長、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会及び固定資産評価審査委員

会をいいます。 

 (3)  まちづくり 自分たちが住みよく、安心して暮らせるまちをつくるための活動をいいます。 

 (4)  参画 まちづくりにおける計画の立案段階から主体的に加わることをいいます。 



2 

 

 (5)  協働 町民、議会及び町が、お互いに理解し、対等な立場で協力しながら共通の目的達成の

ために取り組むことをいいます。 

（条例の位置付け） 

第３条 この条例は、加美町のまちづくりに関する基本的事項を定めるものであり、町民、議会及び

町は、この条例を最大限に尊重します。 

第２章 まちづくりの基本理念及び基本原則 

（まちづくりの基本理念） 

第４条 町民、議会及び町は、次に掲げることを基本理念としてまちづくりに取り組みます。 

 (1)  町民が主体のまちづくり 

 (2)  町民が加美町に関心を持つまちづくり 

 (3)  人とのつながりを大切にし、支え合うまちづくり 

（まちづくりの基本原則） 

第５条 町民、議会及び町は、次に掲げる基本原則に基づき、まちづくりを進めます。 

 (1)  情報共有の原則 町民、議会及び町は、お互いに情報を提供し共有します。 

 (2)  参画の原則 議会及び町は、町民の参画を基本としてまちづくりを推進します。 

 (3)   協働の原則 町民、議会及び町は、協働によるまちづくりを推進します。 

第３章 まちづくりの担い手 

 第１節 町民 

（町民の権利） 

第６条 町民は、まちづくりの主体として、まちづくりに参画する権利があります。 

２ 町民は、まちづくりに関する情報を知る権利があります。 

（町民の責務） 

第７条 町民は、まちづくりの主体であることを認識し、関心を持つとともに、自らできることを考

え、積極的にまちづくりに参画するよう努めます。 

２ 町民は、まちづくりに参画するにあたり、自らの発言と行動に責任を持つとともに、お互いを尊

重するよう努めます。 

３ 町民は、近隣とのつながりを大切にし、共に支え合える地域社会づくりに努めます。 

第２節 議会 

（議会の責務） 

第８条 議会は、加美町議会基本条例（平成 年加美町条例第 号）に基づき、公平・公正で透明な

議会運営に努めます。 

第３節 町 

（町長の責務） 

第９条 町長は、町の代表者として、公正かつ誠実に町政運営を行います。 

２ 町長は、町民の参画を推進するため、広く町民の意見を聴き、町政に反映させるとともに、説明

責任を果たすよう努めます。 

（町の責務） 

第１０条 町は、その権限に属する事務を公正かつ誠実に執行します。 

２ 町は、組織内で情報を共有するとともに、相互に連携して効果的に機能を発揮するよう努めます。 

３ 町は、町民と職員が対話しやすい環境づくりに努めます。 

（職員の責務） 

第１１条 職員は、町民との対話に努め、共に考え、同じ視点に立って公正かつ誠実に職務を遂行す
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るよう努めます。 

２ 職員は、職務の遂行に必要な知識・技能等の能力の向上に努めます。 

第４章 まちづくりの仕組み 

第１節 情報の共有 

（情報の提供と共有） 

第１２条 議会及び町は、町民と情報の共有を図るため、まちづくりに関する情報を迅速かつ的確に

分かりやすく提供するよう努めます。 

２ 町民は、議会及び町が提供する情報に関心を持つとともに、自らが有する情報についても積極的

に発信するよう努めます。 

（情報の公開） 

第１３条 議会及び町は、加美町情報公開条例（平成１５年加美町条例第１０号）で定めるところに

より、公文書を公開します。 

（個人情報保護） 

第１４条 議会及び町は、個人の権利利益を保護するため、加美町個人情報保護条例（平成１７年加

美町条例第２９号）で定めるところにより、個人情報を公正かつ適正に取り扱います。 

第２節 参画と協働 

（参画の機会の確保） 

第１５条 町は、まちづくりの立案、実施及び評価の各過程において、町民が参画することができる

機会の確保に努めます。 

（協働の推進） 

第１６条 町民、議会及び町は、それぞれの責任と役割のもと、連携・協力して取り組む協働による

まちづくりを推進します。 

２ 町は、協働のまちづくりを推進する参加の場づくりに努めるとともに、町民の自主性及び自発性

を損なわないよう配慮します。 

（子どもの参加） 

第１７条 町民、議会及び町は、将来のまちづくりの担い手である子どもたちに、まちづくりへの参

加の機会を設けるよう努めます。 

第３節 コミュニティ活動 

（地域活動） 

第１８条 町民は、地域活動（町民の地域的なつながりに基づいて行われるまちづくり活動をいいま

す。）の役割と必要性を認識するとともに、その活動に参加・協力し、より良い地域社会の形成に努

めます。 

２ 町は、地域活動の自主性及び自立性を尊重するとともに、その活動に対して適切な支援を行いま

す。 

（市民活動） 

第１９条 町は、市民活動（特定の分野に関して町民の関心又は問題意識に基づいて行われるまちづ

くり活動をいいます。）を尊重するとともに、その活動に対して適切な支援を行います。 

 第４節 住民投票 

（住民投票） 

第２０条 町政に関する特に重要な事項について、住民の意思を確認するため、町長は住民投票を実

施することができます。 

２ 住民投票の実施に関し必要な事項は、その都度別に条例で定めます。 
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３ 議会及び町長は、住民投票が実施された場合は、その結果を尊重します。 

第５章 連携と交流 

（町外の人々との連携及び交流） 

第２１条 町民、議会及び町は、まちづくりを効果的に推進するため、町出身者、有識者及び加美町

に関心を持つ町外の人々との連携及び交流を深めるよう努めます。 

（他の自治体等との連携） 

第２２条 町は、まちづくりの課題を解決するため、他の自治体及び関係機関団体等との連携に努め

ます。 

第６章 条例の見直し 

（条例の見直し） 

第２３条 町は、まちづくりの推進状況や社会情勢等の変化に対応するため、必要に応じ、この条例

の見直しを行います。 

附 則 

 この条例は、平成 年 月 日から施行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


